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※発言をそのまま書き起こしたデータを基に、個人情報に関する部分を削除し、文意が通

るように修正を行っています。 

 

グループワーク 3 C 班 

 

（サブ F） では、読みます。1 番。まず、次回取り扱いたいテーマについて、意見を書き

出します。2 分程度を区切って、各自が次回のテーマ案を附箋に書き、手元にストックして

おいてください。1 枚につき、1 つのテーマ案です。案の質にはこだわらず、たくさんの案

を書くように心がけます。ということで、2 分間で次回のテーマ案を書いてください。テー

マ案は、なるべく皆に問いかける質問の形でお願いします。 

 

（記入中） 

 

―― 出し切った感がありますね。 

 

（サブ F） 今日は結構話しましたね。 

 

―― しっかり勉強しないといけないということは分かりました。 

 

（記入中） 

 

（サブ F） 念のため申し上げますが、テーマは原発や原子力だけに限らなくても結構です。 

 

―― え、何でもいいのですか？ 

 

―― それは前もそうですよね。 

 

（サブ F） はい。前からそうですけれども。 

 

―― あ、そうなのですか。 

 

（サブ F） 例えば全然関係ない、 

 

―― 空気を読まないテーマでもいいのですよね？ 

 

（サブ F） 結構でございます。 
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（記入中） 

 

（サブ F） では、1 人ずつ意見を読み上げながら、模造紙に貼っていきます。どのような

意見が出ているか、皆で確認しましょう。ということで、今度はこちらからいきましょう

か。 

 

―― 私は 2 つ書きました。「原子力は本当に必要なものですか」という質問と。 

 もうひとつは、ちょっと関連しているのですけれども、今の生活を保ち続けるために原

子力が必要だというお話が多かったので、じゃあ、「今の生活を保ち続けることって重要な

ことですか？」という質問です。以上です。 

 

（サブ F） そちらの方、いけますか？ 

 

―― まだ言葉になっていないのですけれども。 

 1 つは、今後市民に対して情報共有をやっていくときに、誰がどのようなやり方でやって

いくべきなのでしょうかと。こういうフォーラムがあったら、こうやってバーッと議論が

できるけど、それを広範囲にやろうとすると、どういうやり方をしていくのかなと。 

 あとは、まだ書けていないのですけれども、今回、原子力側からこういうことを伝えた

いというのを一応説明したのですが、（私が）伝え方を勉強したいというのもあって、市民

側から、各自の得意分野でもいいのですけれども、こういう説明の仕方があります、みた

いのをみせてもらいたいなと思ったのですけれども。ちょっとうまく言葉にならなかった

ので、書けていないです。原子力と完全に離れてしまうのですけれども。 

 

（サブ F） 分かりました。では、次の方。 

 

―― 「今後の原子力のあり方」。ちょっとこれにも近いものがあります。 

 

（サブ F） ありがとうございます。では、次の方、お願いします。 

 

―― 先ほどの議論で、リスクの議論が中途半端になったので、これを少し（原子力のリ

スクをどう考えるか）。 

 

（サブ F） この場合は、「原子力のリスク」というふうに、一応限定した形ですね。 

 

―― そうですね。 
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 もうひとつは、「原子力は本当に必要なものですか」とも関連するのですけれども、日本、

世界でもいいのですけれども、何がベストなのか。 

 

（サブ F） 「日本のエネルギー供給は何がベストか」というテーマです。では、次の方。 

 

―― 私もそちらの方と同じなのですけれども、原子力のリスクについて、どう考えるの

か。誰が決めるのか。企業とか、電力会社が決めるのか。それとも、専門家のチームを作

って、規制委員会が決めるのか。それが正しいのかどうか。そういった部分について考え

るべきじゃないかという問いかけになります。 

 

（サブ F） 先ほど書けなかったということを書いてみましたが、違いますか？ 「人に伝

わる話し方とは？」。 

 

―― というのを、市民の側からちょっとしていただけないかなと。 

 

（サブ F） では、「人に伝わる話し方とは？」でいいですか？ 

 

（木村） できれば、あと 2、3 分で決めていただければと思います。 

 

―― 確認ですけれども、ここにある「原子力」というのは、発電に限った話ですよね？ 

 

―― いや、全体でもいいのですかね？ 

 

（サブ F） 書いたご本人の考えはどうですか？ 

 

―― 私は、原子力そのものって本当に必要なものなのか、 

 

―― そうか、そうすると、 

 

―― そうですね。私のも、原子力のほうがいいのかな。 

 

―― ああ、そうか。原子力発電なのか、原子力なのかということですね。 

 

―― 原子力の利用となると、非常に広くなりますよね。先ほど言ったように、じゃがい

もとか。 
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（サブ F） 医療とか。 

 

―― じゃあ、私は「原子力発電」にしようかな。 

 

―― 原子力は、一部では必要不可欠なものらしいのですね。医療とか農業とか工業では。 

 

（サブ F） では、グルーピングしながら、テーマ案を 2 つに絞ってください。 

 

―― では、私の案だけ少し離れていて。 

 

―― これは近いですね。これとこれが一緒で。 

 

―― 「日本のエネルギー供給は何がベストか」はこちらでしょうか？ 「必要」になる

のかな。 

 

―― 確かにそうですね。 

 

―― 「今の生活を保ち続けることって重要なことですか？」は、こちらなのか、 

 

（サブ F） どちらかといえば、この中に入りますけれども。 

 

―― まあ、今の皆さんの興味でいくと、やはりリスクの話がひとつ。それから、今後原

発、まあ電力をどうするかというところでしょうかね。 

 

―― ただ、それも興味があるのですよ。どういうふうに説明するのかっていう。 

 

―― 今日は散々こちらから説明したので（笑）。 

 

（サブ F） では、大きく 3 つですね。どうしましょうか。 

 

―― これは聞いてみたいけど、まあ、全般のテーマからいくと、こちらに行きたい方が

多いので。 

 

（サブ F） 班から 2 つ案を出します。 

 これとこれをまるっきりミックスするのは、ちょっと大きくないですか？ ミックスし

たほうがいいですか？ 
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―― ちょっと違う議論ですね。 

 

（サブ F） 違いますか。一緒にはしにくいのではないかと思うのですけど。 

 

―― 本当に原発が必要かということと、原発のリスクは何かということと。 

 

（サブ F） まあ、原発は本当に必要なものですか、の中には、エネルギー問題は必ず含ま

れますよね。 

 

―― そうですね。 

 

（サブ F） エネルギーについて考えようとか、そういうふうに入れればいいかと思います

けれども。 

 ちょっとこれだけ違いますよね。 

 

―― 確かに、私のこれは、こちら側とは違う意見ではあります。 

 

（サブ F） それでは、もう決めないといけません。ここに書きたいのですけれども、どう

いたしましょうか？ 

 

―― 1 個はこれで。 

 

（サブ F） 1 個はこれですね。では、もうひとつをどこから取るかですね。 

 「今の生活を保ち続ける～」は「必要か」から来ているのですよね？ 

 

―― そうですね。ここから来てはいますけれども…。 

 

―― たぶん、必要の要件にこちら側が入ってくるのですよね。 

 

（サブ F） そうしますと、これが 1 つで、もう 1 つをこちらにしていくのか、そちらに

していくのかということになると思いますけれども。 

 

―― ちょっと発散するかもしれません。 

 

（木村） そろそろいかがでしょうか？ テーマが決まった班は、サブファシリテーター
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が前に持ってきて、ここで持っていただくということでよろしくお願いします。 

 

（サブ F） では、1 つ目はこれで決まりということで、発案者に書いてもらっていいです

か？ 

 

―― こちらでいいですか？ では、それで書きます。（清書する） 

 

（サブ F） もう 1 つを決めましょう。リスクについての話、ある程度テーマを限って話す

のか。それともこういうふうな、 

 

―― 話し合い的には、ある程度こちらも含むと言えば含むのですよね。 

 

―― こちら（リスク）だと、たぶん我々（専門家）が一生懸命勉強してきて、説明して、

それに対して納得いただけるのかどうか、という議論になるのかなと。どうなのかな。 

 

―― というか、市民の方がリスクに対してどのような、 

 

―― ああ、なるほど。市民がどんな考えを持っておられるかを知りたいと。 

 

―― そうです。 

 

―― それはありますね。 

 

―― 専門家と市民の考えているリスクの、 

 

―― そうです、リスクの違いがどこにあるか。 

 

（木村） 終わったグループは前に出てきてください。 

 

―― それでよろしいですか？ 

 

―― じゃあそれで行きますか。お願いします。発案者が書くらしいですよ。 

 

―― 私は発案者じゃないですが、まあいいや。「専門家と市民の考えるリスクの違い」で

すね。素晴らしい。（清書する） 
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（木村） A 班からは 1 人出てきたようです。 

 

（サブ F） では、前に持っていきますね。 

 

（木村） C 班からも出てまいりました。 

 

＜グループワーク 3 終了＞ 


